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1.個が生きる社会科授業

(り　これまでの研究経過~'

これまでの三年間,本校の研究主題である「自ら学ぶ意欲・態度を育成する指導と評価」を受け′

て,児童が「学習のめあて十を育て,追求し,達成する社会科授業のあり方を求めてきた。社会科

:′皇

の授業は,そのねらいに照らして意義のあるものでなければならない。しかし,同時に, 童一人

ひとりが受身としてではなく,意欲的に取り組める学習であることが重要である。そのためには,

「学習のめあて」を喚起し,持続させていくことが必要であると考える。社会的事象に対する驚き

や疑問を自らのものとし,自分の学習のめあてとして追求し,解決していく方を児童に培っていく

社会科の授業創りにあたって,具体的には,以下の点に重点をおいてすすめた。

庄)魅力的で新鮮な教材を開発する

児童の学習のめ'あて意識を喚起し,持続させるためには!児童にとって魅力的で新鮮な教材を

開発することが必要である。教材開発の視点として次の点を考え,実践し七きた。

・児童の発達段階に即し,事象の解釈にほどよい抵抗があること

・具体的であり,意外性や驚きなどの心情のゆれを引き起こすこと

・主体的に追求できる多様な場が設定でき,成就感を抱かせられること

・指導のねらいの達成(児童のめあて解決).・に必要な事実を含むこと

⑦　追求力を育てる指導方法を工夫する

学習過程においては,追求力を育てる指導方法とし次のような点を配慮した。

・児童の思考や理解のつまずきをつかむ手だてを用意し,児童が解決の見通しを持つことが出来

`るようにする。

・児童の思考を促す説明・指示・発問・資料を工夫する。

・集める・作る・調べるなど学習活動に応じた働きかけをする。

・なんでも話し合える学習集団をつくる。

⑦　睾習のめあてに照らした評価を取り入れる

教材開発の項でも挙げたように,学習のめあての育成を図るためには,観点別の達成目標を分

析しておき,内容を明確にしておくことが必要である。観点別学習状況評価においても,その「学

習のめあて」に照らしたものとなるよう工夫した。

④　各学年の児童の特性に応じた指導の重点化を行う

以上の内癖・方法・評価の重点事項は,どの学年に対しても必要である。しかし,学習の主体

である児童は第一学年から第六学年まで同じよう1に学習を進めていけるわけではない。そこには

言うまでもなく各学年段階の児童の特性があり,指導にあたってはその特性を踏まえておかなけ

ればならない。そこで,各学年段階の児童の特性を把握し,それに基づいた指導のあり方や重点

事項を設定した。`

次の表は',各学年の児童の特性と指導の重点を示したものである。
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学 年 学 習 の 場 に お け る 特 性 指 導 の あ り方 と重 点

1 ・2

学年

・動 きまわ って, 見つけ ることを好む ・具体的 ・感覚的な体験 と表現の楽 しさ

・自分の関心について話すが根拠弱 し ・活動的 ・操作的な学習場面の設定

・興味 ・関心は持続, しか し拡散的 ・一単位時間での追求活動の繰 り返 し

3 、4

学年

・行動力 を持 ち, 積極的に確かめたが る ・探索的な活動 と問題把握の楽 しさ

・ 「なぜ , どうして」 しか し断片的 ・意見対立, 話 し合い学習場面の設定

・予想可能,理論性 ,集中的追求の芽生え ・課題追求的学習過程の原型

5 ・6

学年

・資料 で調べることを好み静的に もなる ・児童個々の個人研究の学習の楽 しさ

・自分の論理 に普遍性 を持 とうとする ・課題追求の学習場面の設定

・持続的に深 く追求で きる ・教師 と児童の単元 を見通 した学習計画

(2)社会科における個が生きる授業とは

これまでの研究成果として,児童のめあて追求姿勢は現在次第にできつつあるといえる。つまり,

重要なのは,一人ひとりの児童がどのように考え,どのように活動し,どこまで高まったかである

といえる。そこで,これまでの研究経過を踏まえ,これまで以上に児童一人ひとりに焦点を当て,

「個が生きる」社会科授業を考えていくことに今後のテーマを求めた。

「個が生きる」社会科授業づくりに取り組むにあたって,社会科における「個の重視」のとらえ

かたと,個と集団との関わりについて考えてみた。

①　社会科における「個の重視」とは

「個の重視」については,広義・狭義において様々なとらえかたがある。社会科において児童の

「個」をとらえる上で,最も重視したいと考えているものは,児童一人ひとりの社会的事象に対す

る見方や考え方などの特徴である。その中で,表面に出易いものとして,児童の生活環境やこれま

での経験の違いから生まれものがある。「個が生きる」とは,その一つのあらわれを,単に強調し

てよしとするものではないと考えている。児童一人ひとりは,表面にあらわれていない多くの能力

を持っているはずである。社会科における「個が生きる」とは,現在あらわれている環境・経験か

らくる一人ひとりの見方や考え方を大切にし,それを基にしながら,秘められていた(あるいは,

新たに開発される)見方や考え方を引き出し,育てて行く事であると捉えている。

佳)個と集団との関わり

個性を重視することは,個人指導することのみで良いとは考えていない。集団の中で,それぞれ

の社会的事象に対する見方や考え方を出し合い・認め合い・深め合う中で,児童が自分のよさ・特

徴に気づくことができ,さらに新たなものが引き出だされ,それが育てられて行くと考える。〕その

際,まず児童一人ひとりが自分の見方や考え方を明らかにした上で,集団との関わりをもっていく

ことが大切である。その意味からも,学習の個別化・個別学習についても考えていく必要はある。

集団づくりにおいては,いわゆる小集団学習等の学習形態のあり方も重要な要素である。しかし

本研究では,まず学習形態よりも集団における見方・考え方の相互理解を基盤とした児童間のつな

がりを重視していく。

(り　個が生きる社会科授業とは
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l~以上の個の重視,および個と集団についてのとらえかたに基づき,本校社会科が求める「個が生

きる」社会科授業として,次のよ、うな授業を構想した。

児童 が めあて を持 ち, 意欲 的に社 会的事象 を追 求 し, 集 団 との関

わ りの 中でそれ ぞれ の見方や考 え'方 を甘 し合 い, 認 め合 い∴深 め合

いなが ら「 人ひ と りの力 を̀最大 限 に発揮 ▼して い く授 業 、・

(3)個が生きる社会科授業の条件

社会科授業においで,「個が生せる」ためには,_集団ゐ中で一人ひとりの個性が生かされなくて

・はならない。そのためには,児童一人ひとりが,社会的事象に対する自分の見方や考え方を明らか
l

にした上で,・集団との関わり.をもっていくことが前提となる。そこで,個が生きる社会科授廉め条

件として,大きく次の二点を考えた云

〇一人ひとりの児童が意欲的で確かな学習を進めていくことができ~る

0集団の中で一人ひとりの見方や考え方がより生かされる

児童一人ひとりの社会的事象に対する見方や考え方が高まる授業、(または単元)のプロセスとLi

て次のようなものを考えている。

個の見方や考え方が高まるプロセス

①
学
習
の
め
あ
て
を
つ
く
る

⑦
一
人
ひ
と
り
が
自
分
自
身
の
見

方
や
考
え
方
を
持
つ

③
一
人
ひ
と
り
の
見
方
や
考
え
方

を
出
し
合
う

④
互
い
に
出
し
合
っ
た
見
方
や
考

え
方
を
認
め
合
う
.

①
互
い
に
出
し
合
っ
た
見
方
や
考

え
方
を
深
め
合
う

(第.1年次)(第2年次)(第3年次)

本年度重点課題

⑥
学
習
の
評
価
を
す
る

⑦
新
た
な
め
あ
て
に
目
を
向
け
る

「個が生きる」社会科授業創りの第1年次である本年度は,.上記プロセス③h(①⑦も含む)を重:

点課題として研究をすすめる。

実際の授業創りにあた・つては,これまでの取り組みをもとに,さらに個及び個と集団との関わり

の点から考えていく。

以下は,これまでの取り組み(今後も継続していく)と-,一今後の取り・組み事項である占
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今後も継続していく

これまでの取り組み事項

今後の取り組みにおける重点事項

(個および個と集団との関わりをより重視する)

めあて意識を喚起する

場の設定

めあて追求を持続,強

化していく場の設定

めあて達成の喜びを味

わわせられる場の設定

◎授業創りの基本的姿勢

0　各学年の.児童の特性に応じ

た指導の重点化を行う

a教材

0　魅力的で新鮮な教材を開発

する

b学習過程

0　追求力を育てる指導方法を

工夫する

C評価

0　学習のめあてに照らした評

価を取り入れる

社会的事象に対する一人ひとりの見方や考え方

を出し合う場の設定(第1年次・本年度)

社会的事象に対する一人ひとりの見方や考え方

を認め合う場の設定(第2年次)

社会的事象に対する一人ひとりの見方や考え方

を深め合う場の設定(第3年次)
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◎授業創りの基本的姿勢

0　社会的事象に対する一人ひとりの見方や考え方を尊

重した授業を創る

a教材

0　多様なものの見方や考え方を引き出せる教材を開発

する

b学習過程

〇　一人ひとりの経験や活動を重視すろ

・個の見方や考え方の明確化

〇　一人ひとりの見方や考え方を集団の中で生かせるよ

うにする

・見方や考え方の相互理解を基盤とし,児童間のつな

がりのある集団づくり

・個々の意見の交流や支え合いの場の重視

C評価

〇　一人ひとりの進歩を確かめ,励ますことを基本にし

た評価をしていく

0　集団との関わりゐ中で児童の社会的事象に対する見

方や考え方の深まりを評価の中に位置づける
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2.実践事例　-3年「商店街と人々のくらし」-

(り　単元の概要

(D　単元について

広島市には,市民の消費生活の需要に応えて,さまざまな商店街が各地にある。ちしかし,_それら

を機能面からみると大きく二つに分けることができる.。L一つは身近な地域の人々と結び付いた商店

である。児童の日々の生活と結び付き利用頻度の高しく、商店といえる。他のこっは広い地域のさまざ

まな人々の需要に応えた商店である。これらの性格を異にした商店のはたらきに着目し,それぞれ

の働きと人々の暮しとの結び付きを明らかにしていく。ここでは特に様々な人々の多様な需要に応

えた本通り商店街を中心に扱い,その特徴と自分たちのくらしとの結び付きに気付かせていく。

⑦　指導目標

・塔島市の商店街のはたらきを,市民の利用,商店街としでの販売の工夫,協力め面から理解さ

せ,広島市の消費生活の特色に気づかせる。

・地域社会における社会事象を具体的に観察させるとともに,地図その他の具体的資料を効果的

に活用する能力を養う。

(参　指導計画()内は時数`

ね らいと主な内容 ・活動 児 で　童　 の　 意　 識 個と集団

1　 日分の家の買物調べをし, 自分の家 ・自分の家はどこでどんなものを買って 個別調査

個別にまと

の傾向をつかむ。(1 )

・1利用する店

いるのかな?

・自分の家ではよく利用する店と時おり

・買物のなかみ める

2　 買物調べの様子をまとめ, 学級の傾 学級全体で

向をつかむ。( 1 )

・よく利用する店はそれぞれの家の近

く

・~ときどき利用する店は市の中心部

3　 本璋 り商店街を利用しているわけを・

利用する店があるな !

l

・家の近くに店があるのにどうしそみん

まとめる

個別に考え

考え.る。(1 )・ な本通り商店街を利用するの′だろう.? る　 _

・商品 ・商店に目を向けて ・珍 しいものがあるからかな 出し合い深

・立地に目を向けて ・.品物が多くて選べるからかな める

4　 本通 り商店街を利用するわけを確か ・・店の様子の観察や来る人に,聞いた りし 個別に調べ

めるために観察調査を行う。(3 )

・それぞれの予想にしたがって

5　 多くの人々が利用する本通 り商店街

て確かめてみるぞ

・調べたことをみんな出し合って確かめ

る

全体に出し

・の特徴と自分達の暮 しとの結び付きに てみ-るぞ 合いふかめ

ついてまとめる。(2 ) ・本通 り商店街を利用しているわけが分 や

・多種多痍な商品, 商店 かlらたぞ, 近 くの商店と迂違う画があ 個別にまと

・快適な商店街づ くり

・交通の便がよい位置

ーるぞ ! める
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(2)個が生きる授業創りにあたって

ここでは,本通り商店街を観察調査する視点(めあて)作りの場面を中心に,本年度の課題であ

る「児童一人ひとりが自分の考えを持ち,自分の考えを出し合う場」の構成について述べていく。

この場を構成するにあたって以下の3点を柱とした。

ア　児童一人ひとりが自分の考えを育む場を設定する

イ　素朴な疑問や自分なりの考えを引き出す場を設定する

ウ　一人ひとりが自分の考えを整理し明らかにする場を設定する
一一

・アついて

一人ひ とりが 自分な りの考えを持つために, 買物調べを位置づけて一人ひ とりの生活

経験 をほ りお こす。

観察・調査の視点(めあて)作りを深まりあるものにしていくためには,児童一人ひとりがその

事象に対して自分なりの考えを持ち得ているほど,より確かなものとなる。そこで,一人ひとりの

家の買物の様子をほりおこし(買物調べ),日頃の消費生活に対する自分なりの思いや考えを持た

せておく。買物調べは,どの店で,どんな品物を買うかを1週間程度調べ,児童一人ひとりが自分

の家での買物の傾向(どこでどんな物を買うか)をとらえておけるようにする。

・イについて

素朴な疑問を引き出すために,各児童の買物調べの結果を情報交換し共通点や相違点

を見つけ出す。

本校の学区は市内に広がり,児童は様々な地域に住んでいる。・このような特色を生かし素朴な疑

問を引き出していく。

一人ひとりの児童が買物調べをまとめ,自分の家での買物の傾向をとらえたところでそれぞれの

結果(特に利用する商店の位置)を互いに情報交換する場を位置づける。児童は買物調べの結果か

ら,自分の利用する商店街は,よく利用する家の近くの商店街と,時おり利用する遠くの商店街の

大きく二つの分けられることに気付くと予想されるが,この段階では,まだ,クラス全体の傾向ま

ではつかめていない。そこで,利用する商店はどこにあるかという視点から地図に店を位置づける

場を設定する。その結果から,「児童の住まいか市内に広がっているにもかかわらず,時おり利用

する商店が本通りなどの市の中心部に集中しているのはなぜか」という疑問を引き出していきたい。

・ウについて

自分の考 え を整 理す るた めに, 書 く場面 を位置 づけ る。

児童が自分の考えを持ち明確にしていくためには,既習の学習や生活経験を振り返り自分の考え

をまとめる場が必要であると考えている。その一方法として,書く場面を位置づける。

(3)授業の実際

〇　一人ひとりが買物調べをする場(第1時)
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日頃,自分達はどんなものを買っているか,互七、こ発表しあい見物への関心を持たせたところで

「みんなの家では,どこでどんなもめを買っているか家の人に聞いたりして調べてみよう・」と呼び

かけて買物調べに入った。買物調べでは資料1のプリントを用意し∴ま′とめるよう守旨示したム　プリ

ントの作成に当たらて1は,・どこの店で,どんな品物を買っているかの傾向が一目で分かるような工

夫をしてみた。一週間程度調べたところで傾向をかつむために買った品物ごとに色分けをし七みた。

その結果,よく買物にいく店は近くの店で,食料品を主に買らてし:、ることがわかってきた。　し

一方,時おり利用する店があることもわかぅてきた。Fそこで,.時おり行く店はどこ・か,~どんな物

を買うか,買物以外にどんなことをするか,.さらに調べていくことにした。・

資1買い物しらべのプリント

叫 く(奮恵 湖 酔 '十 へ感 一分の蜜了、曳 _どとて、＼どん皆もの蔽 こ、る訂励 てみ顔形

日 っ̀どこの看 各軸 .彿 ∽ きれの・由 凌ぐ髄 如峨 `日Jう晶 恥こ密 貫、強のふ称てしたこと
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⑦　買物調べの結果を出し合い,本通り付近の商店を調査する視点(めあて)を作る場(第3時)

一人一人が自分の家の買物の傾向をつかんだところで,学級全体ではどの様な傾向になるか,よ

く利用する店はどこか,市の地図にシールで位置づけてみた。その結果,児童の住んでいるそれぞ

れの家の近くに分布することがわかってきた。分布の特色について,児童は毎日の生活に欠かせな

い食べ物や,日用品の買物は近くの方が便利だからという考えを持ち,納得したとらえをしていた。

第3時は,それぞれが時おり利用する店はどこにあるのか,同じ地図に位置づける作業から始まる。

本時の目標　本通り商店街を自分や学級のみんなが利用しているわけを考えさせる。

準備　商店街の景観写真　シール　利用する商店の地図

指導過程

学　習　過　程 指　導　上　の　留　意　点

崩器一一
1　いろいろな地域の人々が利用する商店街がある

ことに気づかせるために,買物調べの結果を以下

のように活用する。

・児童個々の利用する本通り商店街は,どこにある

か地図上に位置づける。

2　ここで,本通り商店街を取り上げるが地図など

では商店街の様子をとらえきれない児童がいると

予想されるため,以下の点に留意する。

・児童が利用した経験のある店や商店街の様子を紹

介させる。

・景観写真を提示し具体的な様子を示す。

3　「自分の家の近くに商店があるのにどうして本

通り商店街に行くのですか」と発問して,利用し

ているわけを考えさせるが,その際以下の点に留

意する。

・自分が利用したときの経験をもとに考えるよう助

言する。

・家の近くの商店を利用する場合と比較して考える

ように助言する。

・わけを発表する前に自分自身の考えを確かなもの

にするためにノートに記録させる。

4　発表後自分の考えをまとめる場を設け,変容や

深まりを見る場とする。
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観点別学習状況評価基準

知 識 ・理 解
・本 通 り商 店 街 は , 自 分 だ け で な く学 級 の み ん な が 利 用 して いる こ とが わ か

る。

観 察 ・資 料
自分 た ち が 時 お り利 用 す る商 店 は 本 通 り'商 店 街 付 近 に 集 中 して:い る こ とが わ

か る。

思 考 ・判 断
本 通 り商 店 街 を利 用 す る わ け を 自分 の 生 活 経 験 を も と に考 える こ と が で き

る。

関 心 ・態 度

本 通 り商 店 街 を調 べ る こ とに 関 心 を持 つ 。

本 通 り商 店 街 を利 用 して い るわ け を, 他 地 域 に 住 ん で い る児 童 の 発 言 を聞 き

な が ら深 め る こ とが で き る。

授業の流れと反応

自分や学級のみんなが本通 り商店廟 を利用 していることを知 る

分 教 師の指 導 ・発 問 ・指示 児　 童　 の　 活　 動

00

0 1

0 2

05

み んな は よ く行 く自分 の家 の近 くの店 以 ・前 に出て もい いですか。

外に とき どき行 く店 があ る ? て言 ってた ・だ いたい この あた り(地 図 をも とに して)

ね。 今 日はそれ が どの辺 りにある のか調

べてみ よ う

どの辺 りです か

じゃあね , 実際 どの辺 りに な るか シール

・だ いたい こ こらへん

・.まん中 ・町 の中心部 ・県庁 のあた り

ば 、ヰ′酎 。 、喩、瀾姐こ

け・　　　　　　　　　　　　　　れ・"

ノ・C・獄・、コ、カ
ノ朋′′鑑.配.　　　　　　　 まlJhぷ
しけ錐
闇 .ノくし　　　　　 ・・、豊 新.整.舅

、熊ノ濫

を貼 ってみ よ う。 シ ールの用意。 とき ど

き行 く店 が どこにあ るかシ ール を地 図に

貼 ってみ ま しよ う

ど うな りま したか, み んな。

葬れ、、

幾′、X

・す げ - あそ こらだけ ・県庁の あた りが

多い ・そ ご うとか大 きい店 が い っぱい あ

る所へ た くさん行 く　 ・本通 りの辺 り　 ・

広 島駅　 ・横 川駅 の あた り
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自分や学級のみんなが利用する本通 り商店での利用の様子を発表 し合う

この辺りは本通りとか,そごうとか天満

屋とかがあるんだけどね,ほかにこのあ

たりにはどんなお店があるか知っていま

すか。自分が行ったことがあるところを

思い出せますか。

こんな店があるよって,宮本君が行って

くれたような言い方でもいいよ。

いまみんなが言ったのはこんなお店な

の。(景観写真を提示)この辺りのお店

はこんな店があるわけ。

じゃあ,この辺りにみんなどんな物を買

いに言ったことあるの。

・広島は少ない　・瀬野川駅にもある　・

そごう　・三越　・天満屋　・金座街　・

本通り商店　・フジ　・カメラのタナカ

(宮本君)

・電話局やバスセンター

・先生,小さい店でもいい?・いきもの

屋さん・本屋・制服のいとや

映画館(森元さん)・スポーツ品　・そ

ごうでもわかれている　・そごうのななめ

前にダイイチ　・マクドナルド

(写真に対しすごい反応)・うん

・ある!ある!

・ゲーム　・化粧品・てんぷらうどん

・おもちゃ　・ガラス品　・本　・食料品

・家庭用品　・レコード　・くつ下

三越の屋上のブールの券を買いに(田中)

・ファミコン　・プレゼント　・帽子

・電気器具
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学級のみんなが本通 り商店街を利用するわけを考え, 出し合う

みんなはこの福屋や天満屋や三越のデ

パートやこの本通り.の辺りに;今言った

みたいなものを買いに行くんでしょうら

でもねえ`,みんなの家の近くには,店が

あるでしよう。……君にしても,あるん

でしょう。なのにどうLでここは買いに

行ぐん云　今日はねえ・,それを考えてみよ

う。ノートを開いて。(ノートを書き方

を指示)自分の家の近くによく行く店が

あるの・に,どうして本通りあたり買物に

行く本かね。自分の考えを,lじっ.くり書

いてください。

(机間巡視`考えあぐねている子にヒン

ト,相談にのる)

小山君が予想でもいいですかって言った

けど,予想でもいいよね

そろそろ……(えーT・一一▼)　まだ書きた

い?　もうちょっとね。

(高崎君の質問に対して)すごぐいい。

近くの店と遠くの店を比べて書いていい

よ。

では,もうちょっとで。区切りのいいと

ころで鉛筆をおいてください。

(先生の対して多数の挙手)

(多数の挙手)

(先生の問い、をよく聞いている)

(よくノノートに自二分の考えを書いている)

・先生,近くの店とと比べてもいいですか

(高崎)
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まだ書きたいことはいっぱいあると思う

けどね,一緒に発表してみましよう。皆

さんの家の近くにはよく行く店があるの

に,本通り辺りに買物に行くのはどうし

てだと思いますか。自分の考えをいっぱ

いだしてみましよう。人の考えはよく聴

きましょう。(全児童が手をあげるまで

待つ。.)

(平井さんの発言に対して)「都合のい

いとき」ってどういうこと?

(岡本さんの発言に対して)ケーキ屋さ

んが近い店にないところやあるところも

ある。岡本さんちの近くにはケーキ屋さ

んがないからなんだね。

では,聞くんだけど,いいものがあるか

らってどういうことなの?近くの店は悪

いものなのですか?

近くにないものっていったらどういうも

のがありますか。例えばどんなものがあ

るの

・近くにいい店がない

・近くにはないものがかえる

・いろいろなものが買える

・店がかたまってあり,数も多い所だから

(森元)

・母さんと駅にいったついでに買いにいく

から

・兄ちゃんの塾の迎えのついでに(山田)

・いいものが　珍しいものがあるから

・都合のいいとき悪いときがある(平井)

・母さんが町へ行くついではいいとき

・家の近くにケーキ屋さんがないから

(岡本)

ええ!ケーキ屋さんは近くにあるよなあと

いう反対の声

・新鮮なものがある。

・近くにはないもの

・近くの店にないもがある

・自分にあったもの

・めずらしいもの

・ピアノの楽譜

・服や絵や時計

・いろいろな本

・ころころ(赤ちゃんのつかうもの)

・家具

・プレゼント

・ダイヤモンド
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本通り商店街を利用するわけを, .みんなの考えをもとにも う一度考えまとめる

自分の家の近くによくいく店があるのに

どうして本通りの辺りで買物に行くのと

聞いたら,~みんながいろいろな考えを出

してぐれました。

今度は,みんなの発表を聞いたことをも

とに,もう一度考えて,自分の考えや思

うこと,・あたらしく付け加えたいことを

書いてください。

(先生の指示をよく聞いている)

(すぐ書き始める児童)・

(友達に確認して書く児童)

(考えて書く児童),

(4)授業を終えて

観察・調査の視点(めあて)作りの学習場面において,「一人ひとりの見方や考え方を出し合う

ととかできたか」について,以下の2点から考察してみたい。

ア　買物調べの位置づけは,自分なりの旦方や考え方を育むうえで有効であったか0,二

,イ二お互いに考えを出し合うことによって,児童相互の考えけどのように変容した示。

アについて

:買物調べ.を位置づけ1,生活経験を掘り程こし七い'たことが児童一人ひとりの考えを膏むう~ぇで有

効であったかについて,「本通り商店商をみんなが利用するのは`ど.うくしてか」についてのノ⊥ト記

述をもとに考えてみたい。

資.3∴生活経験と関わるノートの記述例

0お母さんは,けしよう品をよくかいにいく。

0ときどきみんなで,ふくをまとめて牟亘、にいく。

0お母さんにきいたのですが……。

0よくウインドウシヨビングにいこうとお母ぎん1

がいう。

0ぼくは,よく日ようにつれていってもらいます。よ

0バスや電車で,行くのでたのしい。

。バスの終点だからべんり……。

0店がたくさんならんでいるから。

0よくめだつように店がつくってある。

0友だちのプレゼシトなどをかいにいく。

0野球をみにいくときなどにいく。

0じゆ一くゐかえりに兄さんがいく。

。妹の病疫にくすりをとりにいくときに‥∴。

0スポーツ品など近くにないので　よくかいにい

く。

。ケーキなど予約しなくてもかうことができる。

0たとえば一万円するダイヤなどがうっている。

0近くに-ようふくなどいいものがないから。

0近くはコーヒーまめなどうっていないから。

0近くの本屋は立ちよみはおこられるけれど,,吋

の方は,おこられないから。
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資料4を見ると「たまに,お母さんが……」というようにお母さんとの会話やお母さんへの質問

をもとにした自分なりの考えが記述されている。また,資料5を見ると,「僕はときどきお母さん

と広島駅の方へ買物に行きます。……」とか,「本通りあたりは,時々バーゲンが開かれているか

ら……」というように日常の生活経験や買物調べで得た情報をもとに自分なりの考えをまとめてい

る。このような自分なりの考え方(自分自身の生活経験と家での買物の様子をもとにした考え)が,

ほぼ全員のノート記述にみることができた。このことから,買物調べを位置づけ生活経験を掘り起

こしたことは,児童一人ひとりに自分なりの考えを持たせるうえで効果的であったといえる。

また,「本通り商店町に買物に行くのはなぜか」の予想を出し合う場では児童が意欲的に発表を

行っていた。こ.のことは児童一人ひとりが,「自分は発表できる内容を持っている」という自覚を

持っていたためではないかと思われる。一人ひとりに自分なりの考えを持たせていくことは,学習

の意欲化を図るうえでも効果があるといえる。児童の予想を内容で分類すると資料11のようになり,

多様な考えを引き出すことができたといえる。
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一人ひとりの考えを出し合うことによ.って,児童は自分の見方や考え方を,どのように変容させ

ていったかについて,「考えを出し合う前のノート記述」と「発表後の記述」をもとに探ってみたい。

資料6を見ると自分一人で考えた記述は「服やはきものなど近くの店にないものがあるから」と

いう内容であるが,発表後の記述をみると「○○君が言ったように……」と友達の発言に触発され

て「高価なもの珍しいもの」といった商品の質に目を向け利用するわけを考えようとしている。

また,資料8をみると友達の考えに最初は反対していたものの,「よく考えてみるとなるほどと

思った」というように共感したり,「○○は,思ったより多い」と自分の考えとのずれに驚き,新
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たなわけを加えている。資料9,10で樟友だちの発表に反対や賛成をしながら「どうもよく分から

ない」と疑問をさらに深めている。全員のノート記述の変容を類型化してみると資料12のようにな

り児童それぞれに,いろいろな深まり方が見られた。このことから,児童一人ひとりが自分の考え

を出し合うことは,一人ひとりの見方や考え方を広げ,深めるうえできわめて重要であるといえる。

しかし,発表が単なるの羅列に終わってはならない。発表をつなぎ,相互に深めあっていくこと

が望まれる。本実践はその点において課題が残された。今後は,児童の考えを引出し,さらに関わ

りを持たせながら深める発問や児童の反応の取り上げ方を吟味することが課題である。

資11どうして本通りあたりに買物に行くのか　自分で考えたわけ

A商品に目を向けたもの

・近くにないものがある

・種類・品数が多い

・高級品・珍しいもの

B店に目を向けたもの

・店が多い

・店が集まっているので

(かたまって並んでいる店)

C買物の楽しさに目を向けたもの

・見たりすることの楽しさ

見たりしても怒られない

D立地条件のよさに目を向けたもの

・何かのついで(食事,仕事)

中川　瀬口　丸山　宮本　小山　胤森　城市　寺谷　洪　構田

宮井　寺手に　久保西　経木

橋原　浜本　天野　森元　岡本　丸山　横田　城市　久保西　松

村　原　河野　重岡　海老沢　上野　大黒　平井　瀬口　高崎

中西　松田　胤森

山口　原　松田　由中　山本

海老澤　山田　松村　小川

中西　松村　松田　原　河辺

浜本　中川　平井　原

高崎　山田　丸山　上野　宮井　久保西　平井　原　河部　田中

海老澤

資12　互いの発表後の深まり方

A自分の考えに自信を深めている。

共感している。

B・新しいわけに気づき要素を増や

している。

・新しいわけに気づき自分の経験

と結び付けている。

C他の児童と自分の経験との違いに

中西　寺谷　高崎　経木　重岡　胤森　小川　天野　石田　松村

田中　宮本　海老澤　中川

山口　中山　城市　橋原　山田　横田　岡本　横田　平井　松村

重信　山本　浜本　原　久保西　海老沢

瀬口　橋原　河部　浜本　紳木　松田　河野

重岡　丸山　大黒

気づき,共感したり疑問を持った

りしている。

D新たな疑問や,知ろうという意欲　　森元　高崎　瀬口　寺谷　山本　小山　海老澤

が生まれてきている。
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3.研究の成果と今後の課題

以上「3年単元「商店街と人々のくらし」の実践事例をもとに,社会的事象に対する児童一人ひ

とりの見方や考え方が生きる授業創りの試みを述べてきた。

とこでは,実践事例やゐ試みを他学年での指導に適用する場合に配慮した事項を中心に,研究の

成果と今後の課題を,次の三点からまと'めていきたい。

(1)児童一人ひとりに見方や考え方を持たせる社会的事象との出合わせ方の工夫(教　　材)

(2)児童一人ひとりの見方や考え方が生きる個別での学習の工夫　　　　　　　(学習過程)

(3)児童一人ひとりの見方や考え方を診断し,その変容を評価する方法の工夫・(評　　価)

(り　児童一人ひとりに見方や考え方を持たせる社会的事象との出合わせ方の工夫

実践事例では;「商店街のはたらき」という社会的事象と児童とを出合わせる際に,『買物をした

商店と品物を一週間程度自ら調べる活動』を設定している。児童一人ひとりの「商店街のはたらき」

に対する見方や考え方は,個々の生活経験に裏付けられていることが多いだけに,生活経験を嘩り

起こす貞物調べの活動は自分なりの見方や考え方をしっかりと持たせる格好の契機になる。児童た

ちが自信を持って活発に発表し,発表に蘭き入っていた要因のひとつと言えよう。

この『単元で扱う社会的事象に関わる児童の生活経験を掘り起こす』工夫は,他学年の指導でも

比較的容易に適用できるものである。例えば4年の「地域社会における水道のはたらき」では『自

分の家庭で使う水の量調べ』を疲定することで「多くの水を何気なく使っているものだな」との気

づきをもとにくとすれば市全体では?)とかく何に使っているのか)(こんな亘た.くさんの水をど

うしているのか)など多様な見方や考え方を児童に持たせることができる。4年「地域社会におけ

るごみ処理のはたらき」での『自分の家庭から出る.ごみ量調べ』や5年「農業の盛んな地域での生

産」での『食べ物の産地調べ』なども同様である。学習への意欲化やめあて把握を図るためとゐ視

点に加え,今後は,児童一人ひとりに自分なりの見方や考え方を持たせていくためとの視点から,

『児童の生活経験を掘り起こす』工夫を見直していくことが必要である。

(2)児童一人ひとりの見方や考え方が生きる個別での学習の主夫

実践事例では,集団の中に自分の考えを出す前に自分の考えを整理して書く_『個別での学習』の

場を十分に設定している。また,買物調べ結果をシール貼りを通してまとめていく過程では,刻々

出来上がる地図を見ながら　〈どうなるのかな)くぼくわたしの考えと同じかなIという『個別での

学習』が眉然になされている。それだけに,児童たちは自信を持って活発に発表七,発表に聞き入

っていたと言えよう。

この『個別での学習を取り入れる』工夫は,小学校6年間の見通しをふまえて適用することが大

切である。3年における個別での学習が卒業間近な6年における個別での学習そのものではなかろ

うし,6年の個別での学習をそのまま3年へ取り入れることには当然無理があるからである。各学

年段階の児童の特性に応じた指導の重点(36ページ掲載の図表)の中から個別での学習に関わるも

のを抽出し,つ巳童の特性に応じた個別での学習のあり方を次のように捉えてみた。

◇児童の特性に応じた個加での学習のあり方(案)◇

学　 年 学習の場におけ る児童の特性 個別での学習のあ り方

1 ・2 年 興味 ・関心は持続, しか し拡散的 児童個々の具体的な体験の設定

3 ・4 年 予想可能 ,論理性 ,集中的追求の芽生え 児童個々の探索的な活動の設定

5 ・6 年 持続的に深 く追求できる 児童個々の個人研究学習の設定`
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。探索的活動を取り入れた4年「沖縄島の人々のくらし」の展開例

第一 次 (2 )　　　　　　　　 第二次 (3 )　　　　 第三次 ( 4 )

気候 の違 い を手が 想全 資料 をもとに 自分 家 のつ く り・作 物
か りに沖縄島の く を員 のめあて を個 々が 問題の三点か ら沖
らしと広島 とのち 確の 調 べ予 想に対す る 縄島の くら しの工
がい を予想す る。 認予 考 え をもつ。 夫 を考 え合 う。

全体学 習 個別での学習 ニ= ・ 全体学習

めあ て意識 の喚 起 : 追求 の方途 個人でのめあて追求 : 全 体での追 求・解 決

めあてが高まった段階で,児童一人ひとりに自分が取り組みたい

事柄から個々で自分なりに調べてみる時間を設定する。時間内でめ

あての解決をねらうのではなく,めあてに対する自分なりの考えを

深めさせておくことをねらう。全体学習に向けて個々が探索的に調

べる活動を設定し,より確かな学習創りを図ったものである。

0個大研究学習を取り入れた6年「聖徳太子」の展開例

第一次(1 )　　　　 第二次(2 )　　　　　　　　 第三次(2 )
聖徳太子の年表を 個々で太子の施策 遣冠 飛鳥時代の人々の
作り太子の願いが を調べ願いが果た 隋位 くらしをもとに太
施策で果たされた されたどうか自分 使12 子の願いが果たさ
かめあてを持つ。 の考えを持つ。 等階 れたか話し合う。

全体学習 - 個別での学習‥ ・ 全体学習

めあて意識の喚起 : 追求の方途 個人での追求・解決 ! 全体での深め合い

資料で調べることを好み自分でのめあて解決に意義を兄いだす高

学年では,めあてを確認した段階で,児童二人ひとりが調べ解決し

ていく時間を設定する。全体学習では,各自が調べ考えた事柄を集

団の中に出しながら,単元の中心内容について学習をすすめる。個

人研究学習を通し,自ら学ぶ学習方法の習得を図ったものである。

○■1て■っtこと

禁裏揺悪果

tlとんな人だ1たのが○叱
恩,ていました.もと丸子のこ
rl知りたい下す.

°■.t-こt

管・天皇軸の屈如っくる柵骨
力し、17朱の軋隠軸矧佃
か軽んに如頭取リ入れ声。

・太与は、一亀lこ/久のク,六ん細
さ、正Ll、判断もLlいたので.豊

覇健耳皇子といわれて叶こ.

・駒～ム21年、大知国仲か

(今の奈良県】

(3)児童一人ひとりの見方や考え方を診断し,その変容を評価する方法の工夫

実践事例では,指導過程の中に自

分の考えをノートに書き表す場を2

回設定し,記述内容とその変容をも

とに診断と評価を試みた。合わせて

15分近い時間をかけたわけである

が,一人ひとりの見方や考え方を確

かに持たせたり,机間巡視でその特

徴を診断し指導に生かしたりするこ

とができ,効果的であったと考えら

れる。

なお,本実践では,右に示すよう

農技者各位

商店街利用のアンケートについて

3学年社会糾「私たちのくらしと商店鮪」では.私たちのくらしと支える

商店街のはたらさと学習致します。商店は.大きく分けて身近な地域と密

着した商店(京の近くのスーパーや商店鵡)と広い地壇の人やの耳饗に応

えた商店(市の中心仕のデパートや本題り商店街)があります。この度は

市の中心缶のヂ′く-トや本点り商店街と取り上げ.人〃の事故なニーズ(品

敵や■奴が量書.歩く乗Lさなど)に応える商店街の特級とおもに字℡し

たいと考えています。つきましては.各ご書耳の文物の実態と璃立教した

いと思います。■理のない範日でご協力下さい。

1,88.9.20　　社会科担当

1地域と密着した(雫の近くの)商店u外にどのあたりの商店と上く(とき

どき)利用されますか。九で屈んで下さい。

そごう.温良,本通り付近　　　　　広島駅前付近

書冊駅前付近　　　　　　　　　　西広島駅前付近

畿贋付虚　　　　　　　　　　　　　可部什貞

2　市の中心部のデパートや本点り付近の商店について

①　利用されたことがあり支すか　　　(　はい　　いLL

⑧　どのような私的で利用され量すか。当てはまるもの全てに1ことつけて下

さい。

買物　　食事　　　ウインドーシきツビング　確‖里摘出

その他(

◎　T物では.どのよ～な物と1われますか。特卓的なものとしくつつ・。

な事前の実態調査と指導内容の紹介を保護者向けに実施した。商店街の利用についての個々の生活

経験は,家庭での生活経験と大きく重なり合っている。児童の実態を完全に把握しきることは容易

ではないが,保護者向けの調査を通して児童の実態診断の万全を期してみたわけである。

この『見方や考え方を診断し変容を評価する』工夫のうち診断法については,他学年での指導に

比較的容易に適用できる。単元学習に入る前に,児童一人ひとりの見方や考え方ののもとになる生

活経験や既有知識を把握し,単元展開や指導に生かす努力を今後とも継続していく必要がある。一

方,授業中に一人ひとりの見方や考え方を的確に把握したり,その変容を評価したりする方法につ

いては,時間設定や表現方法の面で課題が残った。一人ひとりの見方や考え方という思考や情意面

に関わる内容だけに,よりよい評価法の開発と評価結果の集積・活用に今後とも努めていきたい。
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